
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和2年2月20日以降イベント・講座等中止・延期。

大阪府立図書館　第四期活動評価（令和元-4年度）　 　令和2年3月2日～5月15日／令和3年4月25日～6月20日まで臨時休館

重点取組業務　自己点検シート　【令和3年度】 実績値にはイベント・講座等の中止（延期）回数を含まず

指標 目標値 H30 R1※ R2※ R3※ 評価方式 評価 特記事項

1-1
より一層効率的な資料搬送業務を通じて、府
域図書館への支援を拡充します。

① 協力貸出の資料範囲拡大による活性化 1 府域図書館への協力貸出冊数 60,000 56,904 56,891 53,390 57,415 単年 B

1-2
府域図書館間情報ネットワークの機能強化を
図ります。

①
新たな取組による府域図書館情報ネットワー
クの機能向上

2 図書館関連ニュースの発信回数 週1 ‐
8月9日から
週１回配信
臨時2回

週1
臨時・増刊

5回

週1
臨時・増刊

6回
単年 A

① 研修情報の発信強化 3 研修ページに新設・更新したコンテンツ数 15
[研修種類

数]
13

18 15 15 単年 A

② 研修機会の提供 4 研修実施数 40 46 35 43 34 単年 B

① 調査・研究事業 5 調査・研究報告書の作成
最終年
度に報

告
‐

別紙の予
定どおり。
詳細は特

記事項欄を
参照

上半期の
予定に遅
延あり。詳
細は特記

事項を参照

別紙の予
定どおり。
詳細は特

記事項欄を
参照

4年間 A
・各年度の取組内容案は（別紙）参
照。

② 府立図書館職員の資質向上 6 館内研修実施回数 10 11 13 11 12 単年 S

①
商用データベースや電子媒体と紙媒体資料
の効果的な提供方法の提案

7 調査報告書の作成
最終年
度に報

告
‐ ☆ ☆ ☆ 4年間 B

☆第四期重点目標評価シートの基本
方針Ⅱに記載

② 保存対象資料の精査 8 書庫収蔵能力の確保冊数
4年間で
4.6万

15,060 15,020 10,358 10,325 4年間 A (R1～3年度の達成度を評価)

① レファレンス業務の充実 9 パスファインダー作成・更新数 60 58 74 71 69 単年 A

② 政策立案支援サービスの充実 10
(ⅰ)利用件数 (ⅱ)レファレンス受付件数 (ⅲ)貸出冊
数を総合評価

(ⅰ)580
(ⅱ)120
(ⅲ)760

(ⅰ)585
(ⅱ)125
(ⅲ)774

(ⅰ)477
(ⅱ)115

(ⅲ)1,379

(ⅰ)486
(ⅱ)120
(ⅲ)909

(ⅰ)497
(ⅱ)90

 (ⅲ)1,311
単年 B

(ⅰ)85％ B(2点)　(ⅱ)75% C(1点)
(ⅲ)173％ S(4点)
 ⇒(ⅰ)～(ⅲ)平均2.3点

③
レファレンス能力の高い府立図書館司書の
育成

11 府立図書館職員向けレファレンス研修実施数 5 ‐ 6 5 5 単年 A

①
府内市町村立図書館の障がい者支援サービ
スの充実

12
障がい者サービスに関する (ⅰ)出前講習 (ⅱ)府立図
書館での研修等の回数

(ⅰ)4年
間で8
(ⅱ)  6

(ⅰ)3
(ⅱ)8

(ⅰ)3
(ⅱ)9

(ⅰ)1
(ⅱ)8

(ⅰ)1
(ⅱ)6

(ⅰ)4年間
(ⅱ)単年

A

(ⅰ)83％ B (2点)(R1～3年度の達成
度)
(ⅱ)100% A(3点)
 ⇒平均 2.5点

②
活字による読書や来館が困難な利用者への
資料提供

13
NDL視覚障害者等用データ送信サービスへのデータ
提供数

4年間で
160

34 42 46 44 4年間 A (R1～3年度の達成度を評価)

2-4
ビジネス支援に役立つ幅広い情報を提供しま
す。

①
ビジネス支援に係る機関等と連携した、専門
家や企業経営者による講座・セミナー等の実
施

14 講座・セミナー開催回数
30
↓
20

34 26 13 15 単年 ( C )

書庫建替え工事のため、会場が3か月
間使用不可。また、連携先の方針など
により講師派遣が見送られるなど、実
施が難しい状況が続いた。
感染拡大及び工事の影響が大きく、
括弧付きとした。

1-4

基本方針 番号 重点取組業務 具体的方策
数値目標 実績 自己評価

1-3
府域図書館職員等の能力向上を図るため、
研修事業の新たな方策に取り組むなど、充実
を図ります。

連
番

図書館サービスの充実のため、調査・研究活
動を行い、府立図書館の資料に精通し、幅広
い能力を持つ司書の育成と継承を図ります。

1

府立図書館は、市町村立図
書館を支援し、大阪府全域の
図書館サービスを一層充実さ
せます。

府民への情報サポートを担うレファレンス能
力の高い府立図書館司書の育成と、蓄積した
ノウハウの継承に努めます。

府立図書館は、幅広い資料
の収集・保存に努め、すべて
の府民が正確な情報・知識を
得られるようサポートします。

2

2-3
障がい者サービスの充実を図るとともに、図
書館利用に困難がある方へのサービスの向
上を図ります。

2-1
資料収蔵能力の確保に努めつつ、効果的な
蔵書の構築をめざします。

2-2

資料②-1



指標 目標値 H30 R1※ R2※ R3※ 評価方式 評価 特記事項
基本方針 番号 重点取組業務 具体的方策

数値目標 実績 自己評価連
番

①
子どもの読書活動推進に貢献する人材の育
成

15
子どもの読書活動推進に関わる人を対象とする講座
等開催回数

16 17 20 18 17 単年 A

② 子どもの読書に関する情報提供 16 当館刊行物の発行回数 6 6 6 7 7 単年 A

③
図書館利用に配慮が必要な子どもへの読書
活動支援

17
図書館利用に配慮が必要な子どもへの読書活動支
援の催し、講座等の回数

40 39 33 3 4 単年 ( C )
令和2年度に続き、感染拡大防止のた
め定例のお話会等の実施を見送っ
た。

18 教員用図書館活用ガイドの活用PR回数 6 ‐ 8 6 7 単年 A

19 教職員ポータルへの情報提供回数 45 44 54 63 73 単年 S

② 府立学校等への支援 20 高等学校への協力貸出冊数 2,700 2133 1,672 892 1,010 単年 C

感染防止対策として図書館内で資料
を利用する学校行事の中止が継続し
たこと等により、利用校数と1校あたり
の貸出冊数が減少。

③ 学校へ通うことが困難な子どもへの支援 21
矯正施設への特別貸出用図書セットの貸出冊数
（下段(参考値)：児童自立支援施設への貸出冊数）

700 670 898
630
(245)

945
（246）

単年 S （参考値は評価に含めない）

① 所蔵資料の活用 22 展示・イベント合計回数 9 9 10 9 9 単年 A

② データの整備 23 再整理点数
4年間で

4万
18,336 10,819 11,965 16,205 4年間 S (R1～3年度の達成度を評価)

① 資料展示の実施 24 資料展示回数 6 7 6 7 6 単年 A

② 府民向け講座等の開催 25 府民向け講座等の開催回数 4 6 4 4 4 単年 A

4-2
府域の地域資料や情報を収集し、「おおさか
ポータル」を充実することにより、大阪の歴史
や文化についての情報発信を強化します。

① 「おおさかポータル」の充実 26 「おおさかポータル」登録データ数 3,000 ‐ 3,118 3,801 3,974 単年 S

27 連携イベント回数
45
↓
20

59 49 26 27 単年 S

28 講演会等イベント参加者数

2,500
↓

（参考値
1,300）

3,533 3,600 782 714 単年 ‐
会場の定員抑制等のため、参考値の
約55％に留まった

29 SNS発信数（両館分） 900 888 754 701 1,145 単年 S
twitterに加え、新たに「大阪府立中央
図書館YAチーム公式Instagram」を導
入した。

30 報道資料提供件数（両館分） 40 56 43 30 34 単年 B

31 展示室(大)展示回数 2 2 2 2 2 単年 A

32 多目的スペースを活用した講座等回数 10 11 11 10 11 単年 A

33 近隣施設との連携イベント回数 2 2 1 2 3 単年 S

34 書庫ツアー回数
6
↓
☆

6 6 0 ☆ 単年 ‐

書庫建替え工事によりツアー開催不
可となり、代替として動画配信したた
め、実績値算出困難の意を☆で示し
た。

＊網掛けは重点目標と関連度の高い「重点取組業務」と「具体的方策」を示す 目標値の「↓」以下は、令和3年度からの目標値（令和2年度第2回図書館協議会で承認）

4
府立図書館は、大阪の歴史
と知の蓄積を確実に未来に
伝えます。

4-1
地域資料および古典籍を収集・保存し、積極
的な利活用を図ります。

各種媒体に応じた情報発信②

「大阪から世界を知る」を基本コンセプトに生
涯学習の拠点として図書館の魅力を高め、充
実した事業を実施するとともに情報発信に努
めます。（中央図書館）

5

5-1

展示・講座の開催回数①

「大阪の歴史と商い」を基本コンセプトに指定
管理者等との共同企画による多彩な事業を
実施するとともに情報発信に努めます。（中之
島図書館）

5-2

府立図書館は、府民に開か
れた図書館として、地域の魅
力に出会う「場」と機会を提供
します。

①
専門機関との連携強化等による生涯学習事
業の充実

3

3-3
国際児童文学館資料の一層の活用を図りま
す。

3-1 府域の子どもの読書活動を推進します。

広域自治体の図書館の視点から、学校等に
対する支援を進めます。

3-2

学校教員への支援①

府立図書館は、府域の子ども
が豊かに育つ読書環境づくり
を進めるとともに、国際児童
文学館の機能充実に努めま
す。


